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要  旨 

 本研究の目的は、その種目でしか学ぶことのできない技能を明確にし、生徒が自己評価できるようなルーブリッ

ク評価表を設計すること、また、授業実践後にルーブリック評価の改良を行う。そこでは教師が具体的にどのよ

うなプロセスを経て遂行しているかを実際の事例から探究することが本論文の目的である。生徒にとって目標が

明確になるように評価を 5 段階に分け、タッチラグビー、ダンスでそれぞれルーブリック評価を作成し、授業を

実践する。毎授業後に生徒は評価表にて自己評価を行い、生徒の様子や振り返りシートからルーブリック評価表

の改良を行った。その結果、自己評価を重ねていくとで、生徒自身も何ができるようになってきているかがわか

り、それは教師が求める技能に即していることが明らかになった。また、目標が段階的に示されているため自分

自身の課題にも向き合うことができると示唆された。さらに、生徒の姿や振り返りシートを受け、ルーブリック

評価表を改良することで生徒にとってより取り組みやすい課題につながることが明らかとなった。 
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１．問題と目的 

変化の大きな 21 世紀社会においては、その変化に適

応できる人材の育成が求められる。学校教育において

も、そのための授業の質の向上が求められている。そ

の授業の質の向上には、形成的評価の実施が必要であ

る。PISA 調査を実施している OECD は 1990 年代から

その必要性を指摘しており、DeSeCo（OECD 教育研究

革新センター，2008）としてまとめられている。 
その形成的評価の道具の 1 つがルーブリックである。

ルーブリックとは、成功の度合いを示す数レベル程度

の尺度と、それぞれのレベルに対応するパフォーマン

スの特徴を記した記述語からなる評価基準表である

（西岡ら，2015）。このルーブリックを授業計画時に予

め作成しておくことで、教師は生徒たちの授業中のパ

フォーマンスについて、授業を展開しながら評価する

ことが可能となる。 
また、授業中にルーブリックを生徒たちに提供する

ことで、生徒たちも継続的な自己評価ができる。さら

に、ルーブリック内の高い評定項目を参照することで、

生徒たちが自身で自己観察を行うとともに、授業で目

指される技能や知識の獲得について次の目標を具体的

に設定することができる。このように、授業でのルー

ブリックの活用は、生徒たち自身で形成的な評価を促

すことにもつながる。ルーブリックを活用して生徒た

ちの自己評価を促すならば、ルーブリックを生徒たち

の様子に合わせて設計し、また、修正を加えていく必

要がある。ルーブリック設計のプロセスとしてウィギ

ンズとマクタイ（2012）は、目標の設定、生徒のパフォー

マンス実例の収集、パフォーマンス特性の定義、定義

に即した各段階のパフォーマンス事例の設定、これら

の継続的な洗練、を挙げている。 
このように、ルーブリックの設計と修正は、教師に

よる複雑な作業と実践知とが絡み合う形で遂行される。

その特徴がルーブリックの設計と修正の作業の具体的

記述を困難にし、教師間でルーブリックの活用法を共

有することも難しくしていると考えられる。授業の質

につながる形成的評価の道具となるルーブリックの設

計と修正において、教師がどのように実践知を活用し、

具体的にどのようなプロセスを経て遂行しているのか、
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また、修正の際の留意点はどのようなものか、実際の

事例から探究することが本論文の目的である。 
 

２．方法 

（1）対象授業および参加生徒 

本研究は、津市立東観中学校第 3 学年 2 クラス 62 名

を対象にタッチラグビーとダンスを行った。タッチラ

グビーは平成 30 年 6 月 20 日から 7 月 17 日の期間で全

5 時間行い、ダンスは平成 30 年 9 月 10 日～9 月 26 日

の期間で全 7 時間行った。タッチラグビーは東観中学

校グラウンドで行い、ダンスは東観中学校講堂及び体

育館で行った。 
 

（2）単元概要 

①タッチラグビー 

単元目標を「チーム内で互いに教え合ったり、励ま

し合ったりしながら協力して、楽しく運動することが

できる」「自分と相手との関係から駆け引きをしたり、

連携したりすることから得点をとる喜びを感じる」と

設定し全 5 時間で計画した。 
第 1 時は「相手が受けやすいようなパスが出せるか」

というテーマで授業を行った。ボールに回転をかけて

相手が受けやすいパスをだすことや走っているスピー

ドを落とさないように仲間にパスを出すことを伝える。

実際にランニングパスを行い、実感させた。その後、2
対 2 のゲームを行い、ルールの理解と相手が受けやす

いパスが出せるかということに焦点を当てながら授業

を展開した。また、ルーブリック評価表と振り返りシー

トを配布し、毎回授業後に自己評価を行うこととした。 
第 2 時には、ラン（ボールを持って走ること）をテー

マに「相手と駆け引きして抜くことができるか」と設

定した。1 対 1 を行い、フェイントをかけて相手を抜く

ことができるかどうかに焦点をあてた。その後 3 対 3
を行い、人数が増えても、チャンスがあれば相手を抜

きに行くことができるかどうかを働きかけた。 
第 3 時は「パスを走りながら受けることができるか」

と設定し、ボールを持っていないときにどのように

ボールを受けるとよいかということに焦点をあてた。2
対 2 では自分と味方の関係を意識しながらスピードに

のってボールを受けることができたら DF（ディフェン

ス）を突破しやすいことを実感させる。また 3 対 3 で

人数が増えても、ボールの受け方を意識することがで

きるか働きかけた。 
第 4 時は「3 人のグループで DF を突破することがで

きるか」とルーブリック評価表とリンクするように設

定した。突破するには、今までの授業で扱ってきた

「ボールの受け方」「ラン」「パス」が重要になってくる

ことを伝える。相手の動き等を見て 3 人でディフェン

スを突破してみようと生徒に働きかけた。その中でで

きたシーンやできなかったシーンを振り返らせた。 
第 5時では、各チームに 1台のタブレットを活用し、

自分と自分のチームの動きを見て課題に取り組んだ。

特に、ボールを持っていない時にどのような動き方が

よいか、自分とボールを持っている人との関係がどう

なっているかをタブレットから観るように働きかけた。 
ルーブリック評価表を使った自己評価においては、

各授業の後半で行われる試合形式のメニューでそれぞ

れの項目を自己評価することと指示した。 
 

②ダンス 

単元目標を「リズムに合わせて踊ったり感情をこめ

て踊ったり自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わう」

「自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決にむけて

運動の取り組み方を工夫する」と設定した。 
ダンスの授業において題材は現代的なリズムダンス

として「choo-choo-train」（作詞：佐藤ありす、作曲：中

西圭三）を課題曲として教師が振り付けを指導した。

授業の第 1 時は「リズムに合わせて体を動かし、振り

付けを覚える」ことを目標に授業を展開した。教師が

主導し、生徒は振り付けを 8 ビートで覚えた。毎時、4
人のグループを活用し、自分たちで覚えた部分を歌い

ながら、もしくは 8 ビートを言いながら練習する機会

を設けた。グループ活動で見えてきた課題は教師が一

斉指導により、ポイントやコツを伝えることとした。 
第 2 時は、「体を大きく動かす」と設定した。前回の

授業で覚えた振り付けは大きく動かすように働きかけ

た。リズムにのりながら大きく動かそうとするとス

ピードが必要になることを実感させた。 
第 3 時では「キレよく踊る」と設定した。おなかに

ある重心をできるだけ上下に動かし、リズムよくかつ

スピーディに踊るように働きかけた。キレとは「動き

の“スピード”と“ストップ”の緩急の差」と定義し、

特にスピーディさを強調した。 
第 4～7 時は、グループでの創作ダンスの時間とし、

第 1 時～3 時のテーマを意識して活動をするように促

した。 
ルーブリック表と振り返りシートは第 1 時に配布し、

ルーブリック評価表の項目に即した目標を設定し授業

を展開した。生徒は毎授業後にそれぞれの項目に対し

て自己評価を行った。 
 

（3）手続き 

・ルーブリック評価表作成 

学習指導要領や保健体育の補助教材（ワンダフルス

ポーツ）を参考にルーブリック評価表を作成。生徒に
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付けさせたい力や技術をルーブリック評価表に反映さ

せる。また、それぞれの項目において、目標となる姿や

技術を明確にする。 
・授業実践 

ルーブリック評価表の項目と授業の目標がリンクす

るように毎時設定する。授業では見本を提示、目標が

イメージできるようにした。タブレットを活用し、自

分の姿が客観的に観ることができるような環境を設定

し、必ず自分の姿を観るように促した。 
・ルーブリック評価表改良 

それぞれ授業終了後に、「生徒の振り返りシートのコ

メント」、「授業中の生徒のスキルレベル」、「授業後の

生徒の技能獲得状況」を考え、ルーブリック評価表の

改良を行う。 
 

（4）倫理的配慮 

本研究では、文書にて当該中学校の校長・教頭・担任

教員の承諾を得て実施された。参加者及び保護者に対

しては、担任教諭を通して、事前に趣旨と内容、撮影の

許可、プライバシーの保護、データの取扱い等の説明

を文章にて行い同意を得た。 
 

３．結果と考察 

(1）ルーブリック評価表作成 

本研究の目的は、その種目でしか学ぶことのできな

い技能を明確にし、生徒が自己評価できるようなルー

ブリック評価表を設計することである。生徒がそう

いった技術や技能を明確にすることができ、目的を

もった活動にすることを狙いとした。特に、球技にお

いてゲーム形式になると生徒の動きが複合的となるた

め、生徒が何のためにゲームを行っているのかがぼけ

てしまう可能性がある。それを避けるために、具体的

に項目を分けて言語化したものを提示し、目標と振り

返りの指標とすることも目的に設計をした。また、目

標と振り返りに限らず、活動が展開されていくと生徒

の中には今日の授業では何を目指すのか忘れたり、わ

からなくなったりすることがしばしばある。提示され

ている本時の目標だけに限らず、その時にルーブリッ

ク評価表が手元にあることで、この授業では何を目指

すのかがわかるだけでなく、今の自分の技能がどこま

でできているのかをわかることができる。そこで、自

分はこれができるようにすると目標を持つことができ

るようにした。 
さらに、自分自身の目標を立てやすく、自分の目指

すところを設定しやすくなるようなルーブリック評価

表を作成した。体育の授業において、能力差は大きく

男女共修では全員に統一した課題というのは難しい。

そこで、ルーブリック評価表によって段階的に示すこ

とで、自分の技能がどの程度できているかがわかると

考える。 
最後に、授業内に限らず評価において教師と生徒で

基準がずれないよう共通認識で行うことができること

も狙いとした。生徒は一生懸命頑張っているが、成績

が振るわないことは、しばしばである。しかし、ルーブ

リック評価があれば、何をできるようになればよいか、

何を一生懸命頑張ればよいかを明確にすることができ

るので、生徒が獲得してほしい技能のズレを解消する

ことも狙いとした。また、指導の途中でそこまでの成

果を把握し、その後の学習を促すために行う評価ので

あり学習者が現段階でどの程度教育目標を達成できて

いるかを見ることに活用することができる。 
 

（2）授業実践 

ルーブリック評価を活用しながら自己評価を重ねて

いくとで、生徒自身も何ができるようになってきてい

るかがわかる。それは振り返りシートからも、ルーブ

リック評価表で使われているその単元の用語を活用し、

その言葉と自分の考えや思いを合わせて記入されてい

ることからも明らかである。ダンスの授業では、キレ

のあるダンスを踊るために動きの強弱をつけるけるこ

とを意識しました。でも腕を伸ばすところは伸ばすこ

とは意識しました。とコメントしている。前回の「体を

大きく動かす」という目標と今回の「キレ良く踊る」こ

とを関連付けていることがわかる。また、別の生徒は

動画のように動くのと止まる動作をきれいに分けると

キレがでるのかなと思った。なかなか難しいが大きく、

なおかつ次の動作へ移動を素早くできたのでよかった。

とコメントしている。さらに、タッチラグビーにおい

ては、相手の位置を見ることも大切だが、いかに自分

の仲間の位置を見て、その仲間を活かすような行動が

できるかが勝つためのカギになると思う。ルーブリッ

ク評価表を参考にしながら、生徒は実際にやってみて

思ったことや感じたこと、考えたことを合わせてコメ

ントしていることがわかる。 
また、課題も浮き彫りになり、その課題に対してど

のようにしていけばよいかを考える機会としやすい。

タッチラグビーでは、誰が誰をマークするのか、誰が

ボールを持っていて、どうするのかを声をかけるよう

にすればよい。とコメントしている。ルーブリックの

「チームの連携」の項目から自分とチームに対する課

題を出し、次の目標として提示していることがわかる。

このように、自分もしくは自分のチームにある課題を

出すときに、どこまでできていて、どこからできてい

ないのかを明確にするときに効果があることもわかる。 
さらに、自分はこの単元で獲得しつつある技能が、
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生徒にとってわかりやすいことが挙げられる。タッチ

ラグビーにおいて、スピードにのってパスを受けるこ

とができ、連携してトライをすることができた。この

ようなプレーをもっと増やしていきたい。とコメント

している。ルーブリック評価表に提示した獲得してほ

しい技能の中から、できたことを振り返りシートに記

入することで獲得を実感することができていることが

わかる。 
さらに、できたことや課題を積み重ねることができ

ていた。ルーブリック評価は評価基準を項目に分けて

行う。したがって教師はダンスの授業において「動き

を大きくする」ことを第 2 時の目標に提示し、それを

意識して授業を展開する。第 3 時の授業では「動きに

キレをつける」ことを目標に授業を展開するが、前回

の「動きを大きくする」ことも大切になってくる。この

ルーブリックがあれば、前回の授業を振り返ることが

でき、なおかつ次の目標につなげることができていた。

生徒の振り返りシートからは、キレよく踊るには、早

く動いたり動きを止めたりなどのメリハリだけでなく、

大きく手を振ったり、大きく動いたりすることが必要

だとわかった。積み上げることや前の課題に振り返る

ためにも良い指標となる。さらに教師の働きかけ方と

しても、「前回はどのようなことを意識してやったか

な？」や「前回と今回のつながりはどうだったかな？」

など振り返りの時に考える材料となるような働きかけ

をすることができる。 
 

（3）ルーブリック評価表の改良 

・全体について 

生徒にとって、より見やすくわかりやすい項目にす

るために具体的に示すこととした。改良前のルーブ

リック評価表の項目では、下線部①のように「パス」や

「グループ」など漠然とした項目があった。それを資

料 2 の下線部①のように「パスの出し方」や「グルー

プでの活動」など具体的に示すことで項目からどのよ

うな技能かをイメージできるように改良した。また、

項目を資料 1 の下線部②の「チームの連携」から資料

2 の下線部②のように「連携技能」に変更した。この連

携という言葉を、自分と他者との関係を表し、その中

で自分の動きや状況把握がどうであったかを評価する

ものとした。そうすることで状況を観ることに特化し

他の項目と重ならない評価内容となった。 
また「点数」から「評価」へ変更を行った。改良前は

「点数」とし、1 から 5 段階としていたが、A から E へ

の評価と変更した。 
 

①タッチラグビー 

タッチラグビーにおいて、難易度の差が同じになる

ように調整を行った。特に球技においては、それぞれ

の項目で A では「自分とボール状況、相手の関係がわ

かっていて、技術が伴っている」、B では「自分と相手

か味方の関係は意識できていて、技術が伴っている」、

C では「周りは関係なく自分だけの関係で技術を発揮

している」、D では「技術の発揮に課題がある」、E では

「意欲的な部分」をベースに改良した。そうすること

でそれぞれの項目での差や、それぞれの観点での差が

小さくなると考える。生徒にとっても自己評価がしや

すく、目標に対して取り組みやすくなるのではないか。

例えば、タッチラグビーの「連携技能」の項目におい

て、A の「相手の位置と味方の位置を見て、どこから攻

めたらいいかわかり、試合中に的確な声かけができる」

と B の「味方の選手からタイミングよくパスを受ける

ことができ、DF を突破することができる」の差が大き

く、生徒の自己評価も 62 名の生徒のうち A が 5 名と

少なく B の評価 21 名と大変多かった。そこで、B を

「相手の位置と味方の位置を見て、どこからどのよう

に攻めたらいいかわかる」と設定し、味方だけでなく

相手の位置も見ることができるように求めた。また、C
を「ボール状況だけでなく相手の位置を見ることがで

きる」とし、B との差を攻め方がわかるような見方を

しているかどうかとした。 
これは平成 21 年度学習指導要領で提示されている

「ボールを持たない動き」の改善にも焦点を当てた内

容とした。特に球技のゴール型において、上記の内容

は汎用的な基準となるのではないかと考える。 
また、E 評価の見直しを行った。資料 1 の下線部②

にあるように、改良前の E 評価は否定的な内容が多く

「～ではない」や「～できない」といったネガティブな

イメージが強かった。その内容を資料２の下線部②の

ように「練習では」と言う言葉をつけ、「試合では発揮

が難しいが練習では発揮できている」という内容に変

更した。これは DF がつかない状況ではできている技

術が、DF がつくことによってそれまでできていた技術

が発揮されていない状況が多く見受けられるため、そ

れを評価に設定した。 
 

②ダンス 

ダンスにおいては、生徒にとって技能の獲得を具体

的に示すために項目の追加を行った。資料 3 の下線部

④の「動き」という項目の中で「メリハリ」という言葉

を使っていたが、生徒の振り返りシートから「メリハ

リ」とはイメージはできても具体的にどうなればメリ

ハリがあるのかが分からない状況であった。またイ

メージとしても、どうなれば良いのか感覚でつかめて

いる生徒と、そうでない生徒がいた。振り返りシート

からも、どのようにしたら「キレ」がでるのかつかめな
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かった。というコメントがあった。そこで資料 4 の下

線部④のように「動き」と「キレ」という項目を二つに

分け、「動き」では具体的にどこがどのように動けばよ

いかを提示した。また「キレ」では「緩急」と「動きを

止める」ことに特化した内容にした。具体的に文字で

提示することでイメージしやすくなるのではと考える。 
また、タッチラグビーと同様に E 評価の見直しを

行った。資料 3 の下線部③のようにタッチラグビー同

様、E 評価の「～できない」「～ではない」というネガ

ティブの表現を資料 4 の下線部③のように「～できる」

というポジティブな表現に変更した。さらに、E 評価で

は、「音楽の無い状態やグループでの活動では、その技

能ができている」という内容に変更した。 
 

４．総合考察 

本研究の目的は、その種目でしか学ぶことのできな

い技能を明確にし、生徒が自己評価できるようなルー

ブリック評価表を設計すること、また、授業実践後に

ルーブリック評価の改良を行った。そこでは教師が具

体的にどのようなプロセスを経て遂行しているかを実

際の事例から探究することが本論文の目的とした。毎

授業後に生徒は評価表にて自己評価を行い、生徒の様

子や振り返りシートからルーブリック評価表の改良を

行った。 
特にタッチラグビーなどの様々な要素が入ってくる

球技において、教師がどのような技能を求めるかが生

徒にとって明確になった。ただ、動いただけや汗をか

いただけとなりがちな体育の授業において、教師が何

を大切にするかを明確にし、生徒が何を獲得できたか

を自覚することができる。また、グループ活動におい

ても、何を大切にするかを生徒が主体的に考えること

ができる資料であると考える。しかし、設定した評価

は妥当なものか、学習指導要領に即したものになって

いるかを見直していく必要がある。 
また、生徒はルーブリック評価表で使われている学

習指導要領や保健体育の補助教材の用語を活用し、自

分なりに解釈している姿が見受けられた。そのように

ルーブリック評価表目標となる姿を言語化することで、

生徒は自分なりにその姿やコツ、ポイントを自分の言

葉や暗黙知によって言葉にしようとすることにつな

がった。 
さらに、ルーブリック評価で自己評価をすることで、

教師はその生徒の技能獲得状況がどの程度にあるのか

をつかみやすくなることが挙げられる。保健体育の教

科において、「できる」「わかる」ことは必ずしも一致せ

ず、わかっていても体が思ったように動かないことは

しばしばある。また、わからないけど体が自然と動き、

動きを説明することができないこともあるだろう。し

かし、わかっていてもできないのか、わかっていない

のか、どこまでできていて、どこからができないのか

を教師がつかみやすくなる。それぞれの生徒に応じて

授業の中で適切なアプローチをすることが可能となる。

しかし、一人一人を評価しようと思うと、ビデオ等で

全体を映したものを使う必要があることが課題として

挙げられる。 
今後の課題として、運動者目線で作成するルーブ

リック評価表の作成が挙げられる。運動者目線で作成

することで、生徒にとって実感の持てる評価表となり、

目標が明確となっていくのではないかと考えられる。

また、生徒の感想からそのルーブリック評価表を改良

していく、いわば生徒と一緒に作っていくルーブリッ

ク評価表が課題となる。 
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と
が

で

き
て
い
る
。

 

素
早
く
動
く
こ
と
と
「
止
め
る
」

こ
と

，
動

き
に

緩
急

を
つ

け
る

こ
と
が
で
き
て
い
る

 

グ
ル

ー
プ

全
員

で
積

極
的

に
ダ

ン
ス

に
取

り
組

み
，

課
題

に
し

っ
か

り
向

き
合

い
，

全
員

で
そ

ろ
っ
た
ダ
ン
ス
が
で
き
る

 

心
を

完
全

に
開

放
し

て
表

情

豊
か

に
ダ

ン
ス

を
す

る
こ

と

が
で
き
る

 

B
 

音
楽

の
テ

ン
ポ

に
合

わ
せ

て
自

分

の
身

体
を

リ
ズ

ム
よ

く
を

動
か

す

こ
と
が
で
き
る
。

 

部
分

的
に

大
き

く
動

か
く

す
こ

と

が
で

き
て

い
る

。
腕

の
高

さ
な

ど

も
意
識
で
き
て
い
る

 

素
早
く
動
く
こ
と
と
「
止
め
る
」

こ
と
が
で
き
て
い
る

 
グ

ル
ー

プ
で

そ
ろ

っ
た

ダ
ン

ス

を
す

る
た

め
に

仲
間

に
積

極
的

に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

 

一
部

心
を

開
放

し
て

ダ
ン

ス

を
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

C
 

テ
ン

ポ
は

合
わ

な
い

と
き

が
あ

る

が
身

体
で

リ
ズ

ム
を

刻
む

こ
と

が

で
き
る

 

振
り

付
け

は
覚

え
た

が
，

動
き

は

小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う

 
上

半
身

と
下

半
身

を
連

動
し

て

モ
デ

ル
通

り
正

確
に

動
か

す
こ

と
が
で
き
る

 

グ
ル

ー
プ

の
振

付
を

し
っ

か
り

踊
る
こ
と
が
で
き
る

 
心

を
開

放
す

る
こ

と
が

少
し

で
き
た

 

D
 

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た

 
振

り
付

け
が

ま
だ

ま
だ

覚
え

き
れ

て
い
な
い

 
上

半
身

か
下

半
身

ど
ち

ら
か

を

正
確
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

 
グ

ル
ー

プ
の

誰
か

に
引

っ
張

っ

て
も
ら
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

 
心

を
開

放
す

る
努

力
を

し
て

い
る

 

E
 

③
音

楽
の

リ
ズ

ム
に

な
ん

と
な

く

乗
る
こ
と
が
で
き
る

 
③

グ
ル

ー
プ

で
の

練
習

で
は

体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
る

 
③

グ
ル

ー
プ

の
練

習
で

は
正

確

に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

 
③

グ
ル

ー
プ

に
入

る
こ

と
が

で

き
る

 
③

グ
ル

ー
プ

の
練

習
で

は
少

し
心

を
開

放
す

る
こ

と
が

で

き
る
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